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「共通テスト」の英語の外部試験や国語の記述式試験実施が見送ら
れたという報道①に接してまもなく『ことばの教育を問いなおす』が
出版された。
早速手に入れて読んでみた。本書の姿勢やテーマといったものには
共感しつつも、何か納得できないという違和感が残った。その原因を
探ってみると、どうもこの著書の著者たちが「ことば」とは何かとい
う最も根本的な部分で、お互いの主張に齟齬をきたしているにもかか
わらず、その事実に無頓着なのではないかということに気が付いた。
そこで、この著作の中で「ことば（言葉も含む）」がどのような意味
で使われているのか検討しなければならないと考えた。図らずもこの
方法論は、この著作の中心人物である「大村はま」の方法論として紹
介されている方法論である②。
鳥飼は「おわりに」の中で
「私たちは、このような曖昧な部分や不可解な部分をあえて整理し
ようとはしませんでした。おそらく三人とも、「ことば」という存在
の複雑さと摩訶不思議さを所与のものとして受け入れ、その「ことば」
を教えるという行為の重みを痛切に感じているから、結論を急がず、
むしろ読者に考えてもらう材料にしたいという願いを共有していたの
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だと思います。」と書いている③。
しかし筆者にいわせれば、その問題の「ことば」とは何かという、
三人の間でもっとも理解を共通にしておいてほしい単語についての了
解事項がかなりずれており、「ことば」という単語を聞いた時にそれ
ぞれが思い浮かべる「意味」そのものが互いに異なった内容なのでは
ないか。つまり、「ことば」という単語の持つ基本的な「意味」に関
する知識が三人の共通理解に達していないために、無用の曖昧さや複
雑さを生じていたのだということができる。
あらかじめ言っておかねばならないが、筆者はここで「意味」とは
何かという議論を始めたいわけではない。三人の「ことば」という単
語に関する「コノーテイション」がずれているということを指摘して
おきたいのである④。
1 　日本語の表現（文法）に関わる問題
187ページ5行目に「スマホも学校へ持っていかれるようになったら」
という表現がある。「持っていく」の可能形は「持っていける」であっ
て「持っていかれる」ではない。「五段活用動詞」の場合、＜尊敬＞
＜受け身＞は同じ語形で＜可能＞が別の語形である（ここでは＜自発
＞については触れない）。「いかれる」という語形は＜尊敬＞＜受け身
＞であり、＜可能＞は「いける」である。＜尊敬＞＜受け身＞＜可能
＞の語形がすべて同じなのは「一段活用動詞」である。例えば「食べ
られる」は上記3つの意味を表す語形であり、そのうちの一つ＜可能
＞に関して「食べれる」の語形を使用することを一般に「ラ抜き」と
いう。もちろん「ラ抜き」の他にも「サ入れ」や「レ足す」等の文法
的には破格の使用がみられるが、それは本稿の主題ではない。
2 　筋を追って行っても不明な書き方の問題
34ページ、後ろから3行目にある「大村のこのことば」は、それま
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でに紹介されていないので、どういう「ことば」か不明である。それ
を引きずりながら読んでいくと、第2章の冒頭に掲げられている大村
はまの「ことば」だとわかるが、非常に不親切である。
188ページ以降に紹介されている英語テストについては、実際のテ
ストが引用されていないため、189ページ6行目以降の指摘が具体的
に何を言いたいのかが不明である。
3 　文献表上の問題
179ページに柳父の1998年の著作からの引用があるが、注にはこの
著作が紹介されていないため、出典として参照することができない。
4 　「ことば」に関する問題
筆者は最近「言語」と「ことば」（もちろん日本語の場合）の言語
学的な区別についてかなり緻密な議論をしたことがある⑤。そこでは、
「コトバ」「言語」「パロール」「ことば」「言葉」を使い分けるという
提案をしておいた⑥。
【付録1】での置き換えに、「コトバ（言語活動）」としたのはソシュー
ルのlangage、「ことば（言語・国語・日本語）」はソシュールの
langue、「ことば（言語表現・発話）」はソシュールのparoleに、それ
ぞれある程度相当すると解してよいであろう。
ただし本書では、単語の意味で「ことば」も「言葉」も使用されて
いた。
4．1　「単語」の意味で用いられている「ことば」と「言葉」
4．1．1　「ことば」が「単語」の意味で用いられている例
以下に、各著者が「ことば」で「単語」を意味している例をあげる。
ただし、一般的には「単語」の意味ではないかと思われるが、同時に
「表現」と解釈できる例は極力除外した。なお、23－5と記述してあ
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るのは、23ページの5行目と解されたい。
第1章　苅谷夏子の例
23－5	 	ことばの選択
23－7	 	汎用性の広い便利なことば
24－10	 	むずかしいことばで単文を作り
27－16	 	使い慣れない難しげなことばを頑張ってつかっても
第3章　苅谷夏子の例
71－3	 	重要な、深い意味のあることば
71－6	 	いつでもことばは文脈の中でふさわしい形で使われて
いるはずで
71－8	 	馴染みのないことばは
81－8	 	「安心」ということば
第5章　苅谷剛彦の例
106－9	 	極限ということば
114－13	 	徹底した演繹や帰納的な思考を欠いたことばの使用
第6章　鳥飼久美子の例
127－2	 	抽象的なことばの羅列
第7章　苅谷夏子の例
144－8	 	抽象的なことば
145－6	 	やさしい、ちゃんと身についたことば
145－7	 	偉そうな顔をしたことば
150－7	 	現実世界といきいきと重なることばを扱っていく
153－1・153－11	 	「こころ」ということば
153－2	 	翻訳を許さないことば
154－11	 	思いがけないことば
154－12	 	「飼う」ということば
155－3	 	「飼い慣らした」ということば
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第8章　鳥飼久美子の例
175－11	 	訳してみることは、ことばへの意識を深めます
184－4	 	絵本で使われていることばの意味にしても
第9章　苅谷夏子の例
220－2	 	受験戦争ということば
4．1．2　「言葉」が単語の意味で用いられている例
以下に、各著者が「言葉」で「単語」を意味している例をあげる。
第5章　苅谷剛彦の例
106－5	 	難しい言葉ですが
109－16	 	ロバート・K・マートンが「中範囲の理論」という言葉
を使って
114－7	 	別の言葉を使って言い換えてみたらどうか
117－3	 	他の言葉（比喩）に置き換えることで
第6章　鳥飼久美子の例
127－15	 	もちろん言葉は知っていますが
128－2	 	一つひとつの言葉を大切にしながら考え
第7章　苅谷夏子の例
144－3	 	概念を表す抽象的な言葉を扱う
144－9	 	その言葉
第8章　鳥飼久美子の例
173－2	 	「抽象語」が権威ある正しい言葉という「罠」
173－6	 	新しい意味の言葉は漢字を使って造語されることが
以上を観察すると、「単語」の意味で、苅谷夏子はほとんどの場合「こ
とば」を使用し、「単語」の意味で「言葉」を使用しているのは第7
章でだけであり、鳥飼久美子と苅谷剛彦は、意識しているのか、「言葉」
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を使用している。
4．2　「話しことば」と「書きことば」
さて、「ことば」と「言葉」で混用が著しいのは、「話しことば」「書
きことば」、「話し言葉」「書き言葉」である。
苅谷夏子は、「書き言葉」「話し言葉」（145－9）と使っており、鳥
飼久美子は「書きことば」（9－2）、「書きことば」「話しことば」（101
－15・102－1・102－13・180－5・194－2）と使っている。
4．3　「言葉」の他の例
「言葉」は基本的に「単語」という意味と解してよいと思われるが、
ここでは「単語」ではない意味で使用されている例をあげる。
苅谷夏子の「普段着の、日常の言葉（27－6）」は「ことば」（言語
活動としてのことば）であろう。また「一人の人間が言葉を身につけ」
（149－14）や「言葉の勉強」（166－4）の「言葉」は当然「言語」で
あろう。
鳥飼の「夏子さんの言葉」（49－4）は苅谷夏子が言っていることで
あろう。また、「病院の言葉」（55－14）は（病院での）「用語」であ
ろう。
苅谷剛彦の「大村の「語り部」の言葉」（118－7）は大村の語り部（つ
まり苅谷夏子）が言っていることであろう。また「国語力と英語力を
包括的な「言葉の力」と捉え」という「言葉の力」はこの著書の中心
的なテーマである「ことばの力＝中間地帯＝OS≒考える力」と苅谷
が発展させていくアイデアにつながっている。「頭の中での考えと言
葉（表現）との行ったり来たり」（229－3）の「言葉」は「言語」で
あろう。
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5 　「ことばの力」について
苅谷夏子は、「国語力」は大丈夫か」と題した第1章で、「ことばの力、
国語力です。」とし、「ことばの力」が「国語力」であると述べている。⑦
鳥飼の担当した第2章においては、「ことばの力」に関する言及は
ない。
第3章で刈谷夏子は、「ことばの力」を育て、鍛えようとしたのが
大村はまであったと紹介している。⑧⑨
これらを受けてか、第4章で鳥飼は、「書きことばや話しことばの
違いを超える「ことばの力」」という表現をしている。⑩
第5章で刈谷剛彦は、「「学校で勉強するには、日常会話の範囲を超
えた学習言語能力が必要になる」という場合の、ことばの力」と書い
ている。⑪次に「演繹的思考と帰納的思考を行ったり来たりしながら
使いこなす思考力（反省能力≒メタ認知）になるのです。私の場合、
最初にそのような力を身につけたのはやはり母語である日本語でし
た。その日本語の「認知的学習言語能力」をもとに、アメリカ留学時
代に、演繹と帰納を英語でたたき込まれたことで、日本語か英語かと
いった、どちらかを選ぶ必要がない、中間地帯としてそのような知的
な能力を身につけることができました。」⑫と書き、さらに、「その結果、
それは日本語か英語かを選ばず、日本語でも英語でも、複雑なことが
らを読み取り、考え、話し、書くことができる、ことばの力になりま
した。」⑬と書いており、「ことばの力」が日本語なり英語に限らない「思
考力」であると指摘している。
これを受けた形で、鳥飼は第6章で、「国語と英語の連携を試みた昭
和女子大学附属昭和高等学校では、（中略）国語力と英語力を包括的な
「言葉の力」（＝「ことばの力」：筆者注）と捉え、「論理的思考力・表
現力」の育成を目標に、「欧米型の論理の枠組み」に着目しました。」⑭
と紹介し、「「母語としての日本語」と「外国語としての英語」の関係
を多角的に検討し、学習者にとって何が本質的な「ことばの学び」に
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なるかを探求することこそ、小学生が英語を学ぶ意義ではないでしょ
うか。「ことばへの気づき」や「メタ言語能力」を足がかりとして、「批
判的思考力」すなわち「考える力」をどのように育成するか。」⑮が問
題であると指摘している。
刈谷夏子は、以上を踏まえ、第7章で、「「国語が大事」というのは、
「日本語が大事」という以前の問題として、「言語が大事」。鳥飼さん
もおっしゃっている中間地点としての「言語教育」の部分（あるいは
OSの部分）こそが大きな役割を負うべきでしょう。」⑯と述べ、「こん
なことをあれこれと考えていると、鳥飼さんが言及なさった「言語」
という中間地点での英語と国語の連携は、大きな意味を持ち、十分に
あり得ることだと思われます。」⑰と、慎重な表現ではあるが、「こと
ばの力」は「国語力」のこととは単純には言えないことを認めている
ようである。
苅谷剛彦は第10章で、「これまでの章では、（中略）「ことばの力」
について、日本語、英語という二つの言語を中心に議論が行われてき
ました。」⑱と苅谷夏子の「国語力」にとらわれない視点をまとめとし
て提示し、さらに、「多くの場合、思考の力は、ことばの力に大きく
依存します。（中略）「書く」といった言語表現では、ことばの力≒考
える力といってよいのだと思います。」⑲とし、英語でも日本語でも基
礎となる思考力を鍛える自己鍛錬によってきちんとした議論が可能な
るわけで、「そういうときに頭の中で働いているのが、中間帯にある
OSなのでしょう。」⑳と主張している。
以上をまとめると、「ことばの力」とは「国語力」であり、書きこ
とばや話しことばの違いを超える「ことばの力」とした苅谷夏子から
はじまって、苅谷剛彦は演繹的思考と帰納的思考を行ったり来たりし
ながら使いこなす思考力（反省能力≒メタ認知）、日本語でも英語でも、
複雑なことがらを読み取り、考え、話し、書くことができる、ことば
の力であるといい、これらを受けて鳥飼は、「ことばへの気づき」や「メ
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タ言語能力」を足がかりとして、「批判的思考力」すなわち「考える力」
をどのように育成するか、という問題意識にまで言及している。
「ことばの力」を図示すれば、以下のようになるであろう。
日本語 英語
言語力（＝OS）
ここでひとつ指摘しておかなければならないのが、OSと表現され
ている「中間地帯」である。この表現の初出は苅谷剛彦による第5章
であり、「中間地帯とOS」という小見出しに出現し㉑、本文中でも「中
間地帯」が使われている。㉒
苅谷夏子は第7章で、同じ内容（OSの部分とわざわざ書いている
ので同じ対象を指すと考えられる）に対して「中間地点」と書き㉓、「言
語」という中間地点での英語と国語の連携㉔という表現もある。
鳥飼は第8章で、「中間地帯」㉕を用いているが、苅谷剛彦は第10章で、
以前の「中間地帯ではなく「中間帯」㉖を何の断りもなく使用している。
このような無神経であるとしか言えないような用語の乱用が、読者
をいかに混乱させるか、著者たちには想像もつかないのであろう。こ
とは「ことばの力」の本質にかかわるのであるから、細心の注意がは
らわれなければならないにもかかわらず、そうされていなかったとし
か言いようがない。
ここで、鳥飼の指摘した「ことばへの気づき」や「メタ言語能力」
について、大津㉗の議論を紹介しておきたい。
大津は、「英語教育の第一義的目的は英語の運用能力を育成するた
めという点に求められるべきではなく、母語と同質でありながら、異
なった個別性を持つ英語という視点から母語の性質に気づき、母語の
効果的運用を可能にする力を育成するためという点にこそ求められる
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べきです。」㉘という問題意識に基づいて、「ことばへの気づき」㉙つま
り「メタ言語能力」㉚、「メタ言語」を使った説明で母語を活用し㉛、
結果的に「母語を効果的に運用できる力を増進させる」ことこそ、学
校英語教育の目的であると指摘している㉜。
鳥飼がこの大津の議論を念頭に置いているのは間違いない。
6 　「ことばの教育」について
この書籍のテーマである「ことばの教育」とは、日本語という言語
を「言語力」教育の一つの手段として、結果として日本語にも英語に
も共通の「中間地帯」であるOS、つまり何語にも通用する「言語力」
を身に着けさせることに資するものでなければならない、というのが
著者たちの主張であろう。
言語力と結びつかない表面的な英語力の養成に世間の興味が向かっ
ており、新しい入試改革もそれしか視野に入れていないことになる。
これが著者たちの指摘したい問題点であろう。
しかし、以上で指摘したように、この書籍においては、それぞれの
著者が問題を、中心課題をめぐってそれぞれの立場から、言語なりこ
とばという単語を自由に使用して議論しているがために、結論的にこ
こで図で示した図式が頭の中にくっきりとは描かれないことである。
その原因は、「ことば」という複雑なテーマについて語っているのに、
そのことばなり言語にきちんとした定義を与えることで緻密な議論を
するという、おそらくもっとも重要な点についておざなりにされてい
ることにある。
それぞれの術語の用例については、【付録1】として「ことば」の
例を、【付録2】として「言語」の例をあげてある。
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注
①	 2019年11月1日には、2021年度入試から始まる大学入学共通テストでの英
語外部試験導入を延期すると文部科学省が発表。また、同12月17日には、共
通テストにおける国語・数学の記述式問題導入についても延期を発表。
②	『ことばの教育を問いなおす』p.28には、「たとえば、国語の教科書一冊から「こ
とば」という語の使用例をすべて抜き出して、一対一で比較し、この語の意味
の分類をするという単元。」とある。またpp.	152-153も参照。
③	 Ibid.	pp.248-249
④	「コノーテイション」に関しては、例えばマルティネ（1970）を参照されたい。
⑤	 江村（2017）
⑥	 江村（2017）	p.34
⑦	 鳥飼・苅谷・苅谷（2019）	p.20
⑧	 Ibid.	p.66
⑨	 Ibid.	p.69
⑩	 Ibid.	p.102
⑪	 Ibid.	p.106
⑫	 Ibid.	p.120
⑬	 Ibid.	p.122
⑭	 Ibid.	p.135
⑮	 Ibid.	p.141
⑯	 Ibid.	p.148
⑰	 Ibid.	p.168
⑱	 Ibid.	p.222
⑲	 Ibid.	p.231
⑳	 Ibid.	p.238
㉑	 Ibid.	p.119
㉒	 Ibid.	pp.120-122
㉓	 Ibid.	p.148
㉔	 Ibid.	p.168
㉕	 Ibid.	p.172
㉖	 Ibid.	p.238
㉗	 大津（2014）
㉘	 Ibid.	p.58
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㉙	「ことばへの気づき」は、p.62,	p.63ではそれぞれ一か所だが、p.64では5か所、
p.65では3か所、p.66では6か所、p.67では6か所、p.68で一か所、p.71で2か所、
p.72,	p.73,	p.78で一か所、使用されており、p.66では「従来のメタ言語能力（こ
とばへの気づき）研究」という記述がある。
㉚	「ことばへの気づき」と「メタ言語能力」は概念上のずれがあるもののほぼ
同じものとして扱うという断りが、p.81の注2にある。
㉛	 Ibid.	p.80
㉜	 Ibid.	p.80
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【付録1】「ことば」の例
［凡例］カッコの中はページ数・行数である。さらに「－1」「－2」が付いてい
るのは、同じ行内に複数回出現しているときの順番である。例えば、（36－7－2）
は、36ページ7行目の2回目に出現する「ことば」であることを示す。
以下、各章ごとに「ことば」「言葉」の実例を出現箇所の情報とともにあげる。
はじめに
「書きことば」（9－2）：文字によるコミュニケーション手段（「話しことば」：口
頭によるコミュニケーション手段）
「ことば（の教育）」（9－9）：国語（力）（14－7、20－11、28－7等参照）
「ことば（の教育）」（11－3）：国語（力）
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第一章　大村はまの教育
「ことば」（14－3）：ことば（生活していくための言語活動＝langage）
「ことば」（14－7）：国語（力）（定義＝母語である日本語）
「ことば」（15－15）：国語
「ことば」（18－14）：文書の中の言語表現
※「ことばの力」（20－11）：国語（力）（定義）
「ことばの現実」（22－12）：言語の使われ方（の現実）
「ことば（というもの）」（22－13）：日本語（国語）
「ことば」（23－1）：表現・言い方
「ことば」（23－2）：表現・言い方
「ことば」（23－5）：単語
「ことば」（23－6）：（文脈における）単語（同士の関係）
「ことば」（23－7）：単語
「ことば」（23－11）：単語・表現
「ことば」（23－14）：表現・言語（日本語）
「ことば」（23－15）：表現・言語の使い方
「ことば（というもの）」（24－3）：言語（日本語）・言語の使い方・表現　「頼り
になる武器」52ページ
「ことば」（24－10）：単語
「ことばの力」（24－11）：国語（力）
「ことばの力」（25－2）：国語（力）
「ことば」（25－5）：言語（日本語）
「ことば」（26－1）：言語（日本語）
「ことば」（26－4）：自己表現
「ことば」（26－6）：言語（日本語）
「（日本語という）ことば」（26－12）：言語
「（日常の）言葉」（27－6）：ことば（言語活動）
「（普段とは違う種類の）ことば」（27－7）：スタイル
「（日常の）ことば（の世界）」（27－8）：ことば（言語活動）
「ことば」（27－12）：表現スタイル
「ことば」（27－13）：表現スタイル
「ことば」（27－14）：表現スタイル
「ことば」（27－15）：表現スタイル
「ことば」（27－16）：単語
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「ことば」（28－3－1）：表現スタイル
「ことば」（28－3－2）：表現スタイル
「ことばの力」（28－7）：国語（力）
「ことば」（28－14）：単語
「ことばの力」（29－7）：国語（力）
「ことば」（29－12）：単語・表現
「ことば」（29－15）：言語・言語表現・表現スタイル
「ことば」（30－1）：単語・表現
「ことば」（30－4）：ことば（言語活動）
「ことば（の使い手）」（30－5）：言語
「ことば」（30－8）：単語・表現
「ことば」（30－9）：単語・表現
「ことば」（30－10）：表現・言い回し
「ことば」（30－13）：言語・単語
「ことば」（30－16－1）：単語・言語
「ことば（というもの）」（30－16－2）：ことば（言語活動）
「ことば」（31－1）：言語・言語の使い方
「ことば」（31－2）：言語・言語の使い方
「（むずかしい）ことば」（31－3）：表現・単語
「ことばの力」（31－7）：国語（力）
「ことば（を使って考える）」（33－5）：言語
「ことば（の使い手）」（33－13）：言語
「（この）ことば」（34－13）：句（しかし「このことば」で指し示されるはずの内
容はこの表現以前にはない。おそらく37ページで鳥飼が引用している「こと
ばを育てることは、こころを育てること、人を育てること、教育そのものであ
る」という大村はまの句であろう）
「（大村の）ことば」（34－15）：句
「ことば（を育てる）」（35－1）：国語（力）
「ことば（を育てる）」（35－4）：言語（力）・（国語（力））
「ことば」（35－6－1）：言語（英語）
「ことば」（35－6－2）：言語
「（人の）ことば」（35－13）：言語
「（大村の）ことば」（36－3）：句
「ことば」（36－7－1）：言語
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「ことば（の教育）」（36－7－2）：言語・国語（力）
第2章　母語と国語、外国語と英語
「ことば」（37－3）：ことば（言語活動）＝こころ
「ことば」（37－5）：句
「ことば」（38－3－1）：ことば（言語活動）＝こころ
「ことば」（38－3－2）：句
「ことば」（38－4）：句
「ことば」（39－4）：言語
「（国の）ことば」（41－14）：言語（母語としての国語）
「（母の）ことば」（42－2）：言語（国語）
「（母の）ことば」（42－13）：言語（国語）
「ことば」（46－8）：（メタ）言語
「（普段着の）ことば」（48－13）：ことば使い・言語スタイル
「（夏子さんの）言葉」（49－4－1）：表現（句）
「（普段着の）ことば」（49－4－2）：ことば使い・言語スタイル
「ことば」（49－6）：言語表現（ある内容の言語による説明）
「ことば」（50－9）：表現（句）
「ことば（の省エネ）」（50－14）：表現
「ことば」（52－3）：言語（「頼りになる武器」24ページ）
「（短く便利な）ことば」（54－6）：単語
「（病院の）言葉」（55－14－1）：用語
「（病院の）言葉」（55－14－2）：用語
「ことば」（57－11）：単語（・表現）
第3章　いきいきした教室へ
「ことば」（62－9）：人と人との媒介
「ことば」（63－5）：子供に語りかけるときの表現
「ことば」（65－7）：言語（母語）
「ことば」（65－10－1）：言語
「ことば」（65－10－2）：人と人との媒介としての言語
「ことば」（65－12）：錐のようなもの
「ことば」（65－13）：現実の言語化
「ことば」（66－1）：言語
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「ことば」（66－3）：言語
「ことば」（66－5）：「武器」のようなもの
「ことば」（66－8－1）：言語
「ことばの力」（66－8－2）：国語（力）
「ことばの力」（67－12）：国語（力）
「普段着のことば」（68－5）：「どこでも通用する普段着」
「ことばの力」（68－6）：国語（力）
「（難解な）ことば」（68－7）：単語・表現
「ことば」（68－8）：言語
「（難しい）ことば」（68－13）：単語
「（難しい）ことば」（68－14）：単語
「ことばの力」（69－1）：国語（力）
「ことば（の生活）」（70－6）：学習力
「（いきいきとした）ことば」（70－15）：言語使用（71ページ以降に詳述）
「（いきいきとした）ことば」（71－1）：言語使用
「ことば（を獲得）」（71－2）：（言語）・単語
「（深い意味のある）ことば」（71－3）：単語
「（数ある）ことば」（71－5）：単語（諸言語の意味にはとれない）
「ことば」（71－6）：単語
「ことば」（71－8）：単語
「ことば」（72－9）：言語（の構造面と使用面）
「ことば（のあり方）」（72－10）：言語
「ことば（って面白い）」（72－11）：言語（の使用面か？）
「（生気のある）ことば（の現場）」（72－13）：言語（の使用面）
「ことば」（72－16）：言語
「ことば（好き）」（73－3）：言語
「（いきいきとした）ことば」（73－5）：言語使用
「ことば」（73－10）：言語（化）
「ことば（を学ぶ）」（74－10－1）：言語（の構造）
「ことば（を使っていく）」（74－10－2）：言語（の使用）
「ことば」（74－12）：言語
「ことばの力」（74－15）：国語（力）
「ことば」（78－10）：言語
「ことば（を豊かに、正しく、適切に、賢く使う）」（78－11）：言語
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「ことば」（78－12）：単語・表現
「ことばの力」（78―14－1）：国語（力）
「ことば（と向かい合う）」（78－14－2）：言語
「ことば」（78－15）：単語・（表現）
「ことば（を使う）」（79－2）：言語
「ことば（用いて）」（79－4）：言語
「（個々の）ことば（の意味）」（79－15）：単語
「ことば」（80－1）：言語
「ことば（を発した）」（81－6）：発話
「ことば」（81－7）：言語
「（「安心」という）ことば」（81－8－1）：単語
「ことばの力」（81－8－2）：国語（力）
「ことば」（81－9）：言語・単語
「ことば（を交わす）」（81－12）：発話
「ことば（のキャッチボール）」（82－3）：発話
第4章　理論とは何か
「ことば（の教育）」（85－6）：国語（力）
「（人間だけが）ことば（を獲得する）」（94－5）：言語
「ことば（の教育）」（96－9）：国語（力）
「（普段着の）ことば」（98－8）：大村はまの句、日常会話（鳥飼の誤解、実際は「普
通の庶民が難しいことばではなく程度の高いことも論じていけるようなこと
ば」のこと）
「（普段着の）ことば」（98－11）：大村はまの句
「（インフォーマルな状況でのくだけた）ことば（使い）」（98－12－1）：（日常）
会話のスタイル
「（フォーマルな場での丁寧な）ことば（使い）」（98－12－2）：会話のスタイル
「（普段着の）ことば」（98－13）：普通の庶民が難しいことばではなく程度の高い
ことも論じていけるようなことば
「（普通の庶民が難しいことばではなく程度の高いことも論じていけるような）こ
とば」（98－14）：会話のスタイル
「ことば」（98－15）：「普段着」に喩えられた会話のスタイル
「ことば」（101－14）：読んだり書いたりする際に必要となる言語のスタイル
「（書き）ことば」（101－15－1）：文字によるコミュニケーション手段
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「（話し）ことば」（101－15－2）：口頭によるコミュニケーション手段
「（普段着の）ことば」（102－1－1）：大村の句
「（書き）ことば」（102－1－2）：文字によるコミュニケーション手段
「（話し）ことば」（102－1－3）：口頭によるコミュニケーション手段
「（声としての）ことば」（102－7）：文章を読むのを聞くための口頭による発話
「（書き）ことば」（102－13－1）：文字によるコミュニケーション手段
「（話し）ことば」（102－13－2）：口頭によるコミュニケーション手段
※「ことばの（力）」（102－13－3）：国語（力）ではなく、他人に対して影響力が
あることば（言語活動）のこと
「ことば（の教育）」（103－4）：国語（力）
第5章　演繹的思考と機能的思考
「ことば（の学習における理論と実践）」（105－3）：国語・言語
「ことば（概念）」（106－2）：「認知的学習言語能力」と「基本的対人コミュニケー
ション能力」という単語（術語）のこと
「（難しい）言葉」（106－5）：（「認知的学習言語能力」という）単語
「ことば（の力）」（106－7）：言語（能力）＝「中間地帯」
「（極限という）ことば」（106－9）：（「極限」という）単語
「（現象に）ことば（を与えていく）」（108－8）：単語
「（「中範囲の理論」という）言葉」（109－16）：単語
「ことば（の力）」（111－11）：言語（能力）（育てる教育の対象）＝「中間地帯」
「（別の）言葉（を使って言い換えて）」（114－7）：単語
「ことば（の使用）」（114－3）：単語
「（他の）言葉（比喩）」（117－3）：単語・表現
「ことば（の力）」（117－12）：言語（能力）＝「中間地帯」
「（それに別の）ことば（を与えて）」（117－15）：単語
「ことば（の力）」（118－2）：言語（能力）
「（大村の「語り部」の）言葉」（118－7）：（苅谷夏子さんが）言っている内容
「ことば（の力）」（121－14）：言語（能力）＝「中間地帯」
「ことば（の力）」（122－6）：言語（能力）＝「中間地帯」
「ことば（の力）」（122－15）：言語（能力）＝「中間地帯」
「ことば（の力）」（124－11）：言語（能力）＝「中間地帯」
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第6章　英語と国語の連携
「（概念に）ことば（を与える過程）」（126－5）：単語
「（抽象的な）ことば」（127－2）：単語
「言葉」（127－15）：（「演繹的思考」「帰納的思考」という）単語
「言葉」（128－2）：単語
「（共通する現象に）ことば（を与えていく概念化）」（128－7）：単語
「ことば（をつなぐ）」（130－13）：（通訳する二つの）言語
「ことば（、文化、コミュニケーションの仲介）」（130－15）：言語
「ことば（や教育を考える）」（132－3）：言語
「言葉（の力）」（135－8）：言語（能力）＝「中間地帯」
「ことば」（139－7）：言語
「ことば（の力）」（141－1）：言語（能力）＝「中間地帯」
「ことば」（141－4）：言語
「ことば（の楽しさ）」（141－7）：言語
「ことば（の学び）」（141－11）：言語
「ことば（への気づき）」（141－12）：言語
「ことば（の学び）」（142－1）：言語
第7章　言語能力を鍛えるために
「（概念を表す抽象的な）言葉」（144－3）：単語
「（抽象的な）ことば」（144－8－1）：単語
「（権威ある）ことば」（144－8－2）：単語
「（その）言葉」（144－9）：単語
「（普段着の）ことば」（145－4）：大村はまの句、日常会話
「（やさしい）ことば」（145－5）：大村はまの句、「普段着のことば」のこと
「（身についた）ことば」（145－6）：単語
「（偉そうな顔をした）ことば」（145－7）：単語
「（話し）言葉」（145－9－1）：口頭によるコミュニケーション手段
「（書き）言葉」（145－9－2）：文字によるコミュニケーション手段
「ことば（の精度）」（145－12）：単語（の使い方の厳密度）
「（やさしい）ことば」（145－13）：大村はまの句、「普段着のことば」のこと
「言葉（が…いきいきした教室）」（149－10）：「（いきいきとした）ことば」（70－
15）：言語使用（71ページ以降に詳述）
「ことば」（149－13）：句
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「言葉（を身につけ）」（149－14）：言語
「ことば（の力）」（149－15）：国語（力）
「ことば」（150－7）：単語
「言葉（の教育）」（150－8）：国語（力）
「ことば」（151－10）：単語・表現
「（もう一つの）ことば」（151－11）：単語・表現
「（「こころ」という）ことば」（153－1）：単語
「ことば」（153－2）：単語
「（「こころ」という）言葉」（153－5）：単語
「（「こころ」という）ことば」（153－11）：単語
「（思いがけない）ことば」（154－11）：単語
「（「飼う」という）ことば」（154－12）：単語
「（「飼い慣らした」という）ことば」（155－3）：単語（・表現）
「ことば（に…注目しながら）」（162－14）：単語（・表現）
「言葉（を精密に見る）」（163－4）：単語（・表現）
「（難しい）ことば」（165－7）：単語（・表現）
「言葉（の勉強）」（166－4）：言語
「ことば」（167－15）：言語
「ことば（というの）」（167－16）：言語
「ことば（というもの）」（168－3）：言語
「ことば（の教室）」（168－6）：国語（力）→言語
「ことば（を学ぶ）」（171－3）：言語
「ことば（というもの）」（171－5）：言語
「（ゆたかな）言葉（の教室）」（171－12）：国語（力）→言語
第8章　これからの言語教育へ向けて
「ことば（の教育）」（172－4）：国語（力）→言語
「言葉」（173－2）：単語
「（新しい意味の）言葉」（173－6）：単語
「ことば」（175－11）：言語
「（書き）言葉」（179－15）：文字によるコミュニケーション手段・「ヨソユキの日
本語」（←→「フダンギの日本語」
「（話し）ことば」（180－5－1）：口頭によるコミュニケーション手段
「（書き）ことば」（180－5－2）：文字によるコミュニケーション手段
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「ことば（の意味）」（184－4）：単語
「ことば（を変えて言えば）」（191－6）：言い方・表現
「（生きている）ことば」（192－1）：単語
「ことば」（192－4）：言語
「（（新しい）ことば」（192－7－1）：単語
「ことば」（192－2）：言語
「ことば」（193－8）：単語・表現
「（書き）言葉」（194－2）：文字によるコミュニケーション手段
「ことば（を教える）」（199－1）：言語
第9章　大学入試改革を考える
「（受験戦争という）ことば」（220－2）：単語
第10章　徹底的に読み、書き、考える
「ことば（の力）」（222－1）：言語（＝OS）
「ことば（の力）」（222－3）：言語（＝OS）
「ことば（の力）」（222－6）：言語（＝OS）
「ことば（の力）」（222－8）：言語（＝OS）
「ことば（の力）」（222－9）：言語（＝OS）
「ことば（の力）」（223－7）：言語（＝OS）
「ことば（の力）」（224－9）：言語（＝OS）
「ことば（の力）」（227－2）：言語（＝OS）
「ことば（の力）」（228－7）：言語（＝OS）
「ことば（の力）」（228－9）：言語（＝OS）
「言葉（表現）」（229－3）：言語
「ことば（の力）」（229－4）：言語（＝OS）
「ことば（の力）」（229－13）：言語（＝OS）
「ことば（の力）」（231－4）：言語（＝OS）
「ことば（の力）」（231－6）：言語（＝OS）（≒考える力）
「（知らない）言葉」（231－10）：単語
「（話し）言葉」（232－1）：口頭によるコミュニケーション手段
「ことば（の力）」（232－13）：言語（＝OS）（≒考える力）
「ことば（の力）」（239－2）：言語（＝OS）
「ことば（の力）」（239－5）：言語（＝OS）
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「ことば（の力）」（239－12－1）：言語（＝OS）（≒考える力）
「ことば（の力）」（239－12－2）：言語
「ことば（の力）」（239－13）：言語（＝OS）
「ことば（の力）」（239－15）：言語（＝OS）
【付録2】「言語」の例
本稿では、【付録1】の「ことば」とともに、【付録2】として「言語」の用例
も網羅した。「言語」は「ことば」とは異なり、それほどあいまいには使われて
おらず、基本的にソシュールの「ラング　langue」に対応する意味で用いられて
いた。
第1章　「国語力」は大丈夫か
「言語観」（28－11）
「言語」（35－15）
第2章　母語と国語、外国語と英語
「言語思想」（38－8）
「言語思想」（39－5）
「言語」（42－2）
「第一言語」（42－16－1）
「第二言語」（42－16－2）
「第二言語」（43－1－1）
「言語」（43－1－2）
「言語」（43－2）
「複言語主義」（43－3－1）
「言語」（43－3－2）
「他言語」（43－4）
「第二言語」（43－6）
「第二言語」（43－11）
「言語」（43－14）
「第二言語」（44－3）
「多言語」（45－7）
「第二言語」（46－12）
「第二言語」（47－5）
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「第二言語」（47－6）
「第一言語」（47－11－1）
「第二言語」（47－11－2）
「第二言語」（48－2）
「第二言語」（48－8）
「異言語」（48－9）
「第二言語」（48－12）
「言語能力」（49－2）
「学習言語能力」（49－3）
「学習言語能力」（49－7）
「学習言語力」（49－9）
「言語能力」（49－10）
「学習言語力」（50－1）
「学習言語」（50－3）
「言語能力」（50－5）
「言語能力」（50－7）
「学習言語能力」（50－8）
「言語」（50－10）
「言語」（50－11）
「言語」（50－13）
「非言語メッセージ」（51－7）
「言語」（51－8）
「非言語メッセージ」（51－12）
「言語社会」（52－5）
「言語技術」（52－12）
「言語技術教育研究所」（52－13）
「言語技術」（52－14）
「言語意識」（59－11）
「言語」（59－13）
第3章　いきいきとした教室へ
「言語習得」（65－2）
「言語教育」（65－3）
「言語思想」（65－8）
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「生活言語」（69－3）（←→「学習言語」）
「言語能力」（69－4）
「学習言語」（69－5）（←→「生活言語」）
（鳥飼の引用のみ「ことば」ではなく「言語」を使用している）
「言語教育」（78－8）
「言語能力」（79－5）
「言語感覚」（79－8）
「言語感覚」（80－2）
「言語体系」（80－7）
第4章　理論とは何か
「第二言語習得理論」（84－6）
「言語理論」（84－9）
「言語教育」（85－1）
「言語教育理論」（85－2）
「言語教育分野」（85－3）
「言語教育」（85－8）
「言語学的分析」（89－11）
「言語」（94－5）
「言語獲得」（94－6）
「言語」（94－12）
「第二言語の習得」（95－1）
「第二言語習得研究」（95－2）
「構造言語学」（95－3）
「言語」（95－5）
「社会言語学」（95－8－1）
「機能言語学」（95－8－2）
「言語」（95－9）
「言語」（96－7）
「言語」（96－9）
「書記言語（書かれたもの）」（97－7－1）
「音声言語」（97－7－2）
「手話言語」（97－8）
「第二言語習得理論」（98－1）
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「言語教育」（98－6）
「言語教育」（98－10）
「言語」（99－4）
「言語」（99－14）
「学習言語」（101－13）
「学習言語」（101－14）
「言語教育」（103－8）
「複言語主義」（103－9）
「ヨーロッパ言語共通参照枠」（103－11－1）
「言語教育」（103－11－2）
第5章　演繹的思考と帰納的思考
「認知的学習言語能力」（106－1）
「認知的学習言語能力」（106－4）
「学習言語能力」（106－4）
「認知的学習言語能力」（106－11）
「認知的学習言語能力」（107－3）
「認知的学習言語能力」（107－8）
「認知的学習言語能力」（107－12）
「認知的学習言語能力」（108－1）
「言語能力」（109－1）
「認知的学習言語能力」（111－9）
「学習言語能力」（113－3）
「言語」（115－7）
「認知的学習言語能力」（119－11）
「認知的学習言語能力」（120－9）
「言語化」（120－12）
「言語」（120－14）
「言語」（121－1）
「言語」（121－7）
「両言語」（122－6）
「二重言語生活者」（122－13）
「言語」（122－16）
「第二言語」（124－5）
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第6章　英語と国語の連携
「言語教育」（126－4）
「言語化」（126－9）
「概念の言語化」（128－6）
「言語教育」（129－11）
「言語化」（131－14）
「言語教育」（134－7）
「メタ言語能力」（134－8－1）
「言語技術」（134－8－2）
「メタ言語能力」（134－11）
「言語」（139－6－1）
「言語」（139－6－2）
「言語力」（139－11）
「言語力」（139－14－1）
「言語力育成」（139－14－2）
「言語」（140－8）
「言語」（140－10）
「言語」（140－13）
「言語」（141－6）
「言語力」（141－10）
「メタ言語能力」（141－13）
「言語コミュニケーション」（141－14）
第7章　言語能力を鍛えるために
「言語能力」（144－1）
「言語」（144－3）
「（日本人の）言語」（144－6）
「言語能力」（148－4）
「言語」（148－8）
「言語教育」（148－9）
「言語生活者」（148－14）
「言語能力」（150－4）
「言語」（150－11）
「言語感覚」（163－5）
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「言語活動」（165－15）
「言語（を司る脳）」（166－9）
「言語」（166－12）
「言語」（167－7）
「言語生活」（167－15）
「言語と言語生活」（168－8）
「言語（という中間地点）」（168－9）
「言語」（169－15）
「言語」（170－5）
「第二言語」（170－6）
「複数言語」（170－7）
「言語生活」（170－8）
「七四言語」（170－15）
「言語」（171－1－1）
「言語生活」（171－1－2）
第8章　これからの言語教育へ向けて
「言語教育」（172－1）
「言語教育」（175－12）
「言語」（176－2－1）
「言語」（176－2－2）
「言語」（176－12－1）
「言語文化」（176－12－2）
「言語世界」（176－12－3）
「言語」（176－13）
「言語」（180－3）
「言語」（181－8）
「言語学教授」（186－2）
「言語文化」（187―13）
「言語能力」（194－8）
「多言語・多文化社会」（195－8）
「複言語主義」（196－1）
「言語文化（的な距離）」（196－5）
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第9章　大学入試改革を考える
「言語教育改革」（200－7）
「言語」（200－8）
「言語力」（212－15）
第10章　徹底的に読み、書き、考える
「（二つの）言語」（222－4）
「教授言語」（223－2）
「言語化」（228－11）
「（文章や）言語」（231－5）
「言語表現」（231－6）
「（書かれた）言語」（231－11）
